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第２５回反核・平和の火リレー　メッセージ
　社民党副党首・神奈川県連合代表の福島みずほです。
　
　本日２０日から２４日まで、神奈川県内を「反核・平和の火」を灯したトーチを掲げて走る県内各地の多くのランナーの皆さまに心からの敬意を表します。
自民党政権は国民向けには経済政策・地方活性化・女性活用を前面に打ち出していますが、背後では特定秘密保護法の成立で民主主義を骨抜きにし、武器禁輸緩和と集団的自衛権の行使容認で武器を輸出し、更に原発を輸出し、労働者の雇用を切り下げて儲けたいという経済界の欲望を代弁した政権運営をしており、その際に最も障壁となる平和的生存権を定めた日本国憲法、とりわけ憲法９条を骨抜きにしようとする動きを強めています。
　私たちに一刻の猶予はありません。
私たち市民・そして働く者、平和と民主主義を求める者たちは、命と人権を守る最強の道具である日本国憲法の使い方を多くの人たちと共有し、その効能を多くの人に伝え、仲間を増やしていかなければなりません。
　身体を張ってそのことを訴えて下さっている皆さまに心から連帯し、メッセージとさせて頂きます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０１４年１０月２０日
　　　　　　　　　　　　　　　社民党副党首　神奈川県連合代表福島みずほ
